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　日本の国内市場は、成熟化が進み、市場はいつ
もたくさんのものであふれています。その中から
常に新しいヒット商品が生まれ続けているのです
が、インターネットの普及などから消費者の選択
の目も厳しくなっており、いい商品であっても必
ずしも実績に結びつけるのは難しい時代となって
きています。さらに、近年は、大震災などの未曾
有の天災、リーマンショックやイスラム国のテロ
といった大事件など、想定を超える大きな環境変
化が起こっており、大企業といえども、その地位
を維持し続けることは難しくなってきています。
　
　そのような複雑な環境にあっては、誰でも成功
する絶対的な成功方程式は成立しにくく、各社各
様の対応が求められているといえます。そのよう
な観点からは、企業の取組とその結果である実績
との関係を分析していくことは、一つの有効な方
法となります。
　著者は、これまで多くの企業へのコンサルティ
ングを実施する中で、次世代の企業成長モデルの
研究を進めてきており、前著『「失われた20年の
勝ち組企業」100社の成功法則～「Ｘ」経営の時
代』では、1990年～2010年のいわゆる日本の失わ
れた20年と呼ばれる時期に成長を実現した国内企
業100社を分析し、企業の成長には事業モデルを
構築する力（イノベーション）と市場を開拓して
いく力（マーケティング）が重要として「Xモデ
ル」の提案を行っています。今回は市場のグロー
バル化が一層進んできている現状を踏まえ、2000
年～2014年の15年間に世界的な成長を実現した企
業100社を抽出し、その企業行動の分析を行って

います。
　本書では前回の「Ｘモデル」の考え方を発展さ
せ、「ビジネスモデル」、「コア・コンピタン
ス」、「企業DNA」、「志」の4つの視点におい
て、独自の強さの強化と変化への対応という二律
背反的取組を進めることが重要として、新たに
「LEAP（跳躍）モデル」を提案しています。低価
格と高品質、社内事業と他社との連携のあり方、
自社の強みの強化と事業範囲の広がり、企業の目
的と社会的価値との関係など、各社がそれぞれの
経営環境の中で、いかにバランスを取りながら成
長を実現しているのかというテーマについて、コ
ンサルタントの視点から分析を進めています。
　事例企業は、評価トップのアップルを筆頭に、
グーグル、サムスン電子、スターバックス、
P&Gなど、幅広い業界の世界的企業が取り上げ
られており、ファーストリテイリングなど日本企
業の事例にも詳細な解説がなされています。これ
ら企業が、停滞や危機的状況を乗り越え、いかに
現在の成長を実現してきたのか、それが実現でき
た理由とは、そのような各社の戦略のエッセンス
に触れられる、示唆に富んだ一冊として是非一読
をお勧めします。
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